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昭
和
19
年
４
月
か
ら
６
月
に
か
け
て

の
「
ホ
ー
ラ
ン
ジ
ア
の
戦
い
」
で
日
本
軍

は
、
こ
の
方
面
か
ら
の
全
面
撤
退
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

以
降
一万
数
千
の
将
兵
は
、
ジ
ャ
ン
グ

ル
に
追
い
込
ま
れ
、
飢
え
と
病
魔
と
も

闘
い
な
が
ら
西
方
の
サ
ル
ミ
へ
転
進
し
た
。

先
の
大
戦
時
・
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の

ホ
ー
ラ
ン
ジ
ア
は
、
今
で
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア・イ
リ
ア
ン
ジ
ャ
ヤ
州（
現
パ
プ
ア
州
）

の
州
都
と
な
り
、名
称
も
ジ
ャ
ヤ
プ
ラ（
人

口
31
万
）
と
変
わ
っ
た
。

ホ
ー
ラ
ン
ジ
ア
の
「
天
橋
立
」

センタニ地区街道から眺めたフンボルト湾、白砂青松の風景は、
まるで「天橋立のようだ」と多くの将兵に望郷の思いとともに
たいそう愛されていた。
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ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
　
会
長

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
　
会
長
　　
小
池
博
之

小
池
博
之

新
緑
の
美
し
い
季
節
と
な
り
、

本
格
的
な
梅
雨
の
季
節
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
に
は
、
ご
壮
健
に
て
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

平
素
は
本
会
の
活
動
に
対
し
、

温
か
い
ご
支
援
を
頂
き
、
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
待
た
れ
る

中
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
攻
か
ら
四
ヶ
月
。
ど
の
よ
う

な
形
で
終
結
す
る
の
か
、
戦
争
が

長
期
化
す
る
可
能
性
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

21
世
紀
の
世
の
中
で
戦
争
が

起
こ
り
、
建
物
が
破
壊
さ
れ
、
民

間
人
が
虐
殺
さ
れ
て
い
る
。「
歴

史
は
繰
り
返
す
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
国
際
秩
序
へ
の
無
謀
な
挑
戦

は
、
地
球
規
模
で
多
大
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

私
達
遺
族
に
と
っ
て
、
80
年
前

の
あ
の
忌
ま
わ
し
い
大
戦
の
記
憶

が
甦
っ
て
き
ま
す
。
戦
争
は
勝
っ

て
も
負
け
て
も
得
る
も
の
は
無
い
。

「
人
間
は
進
歩
し
な
い
。
で
も
、
歴

史
や
ご
英
霊
の
声
を
受
け
継
ぎ
、

過
去
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
大
切
」
と

い
う
、
教
訓
を
噛
み
し
め
「
恒
久

平
和
へ
の
語
り
部
」
と
し
て
、
粘

り
強
く
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

夏
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者

慰
霊
大
祭
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
縮
小
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、「
感
染
対
策
を
し
っ
か
り

し
て
」
３
年
ぶ
り
に
平
常
に
戻
し
、

斎
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

遺
族
会
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
地
慰
霊
巡
拝
団
の
派

遣
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
感
染

症
の
安
全
が
確
認
さ
れ
次
第
、
催

行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
戦
友
・

遺
族
会
会
長
の

堀
江
正
夫
氏
が

３
月
20
日
老
衰
の
た
め
死
去
し

た
。
享
年
百
六
歳
。

同
氏
は
、
陸
軍
士
官
学
校
、

陸
軍
大
学
校
を
卒
業
後
、
先
の

大
戦
に
従
軍
し
陸
軍
少
佐
・
第

18
軍
参
謀
を
務
め
、
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
で
終
戦
を
迎
え
た
。

復
員
後
は
警
察
予
備
隊
を
経

て
、
陸
上
自
衛
隊
で
は
陸
将
と
し

て
西
部
方
面
総
監
等
の
要
職
を

歴
任
。
退
官
後
は
、
参
議
院
議

員
を
２
期
務
め
、
日
本
郷
友
連

盟
会
長
、
英
霊
に
こ
た
え
る
会

会
長
、
日
・
パ
協
会
会
長
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
・
遺
族
会
会

長
等
の
要
職
を
歴
任
し
た
。

長
野
県
護
國
神
社
の
戦
没
者

慰
霊
大
祭
に
も
参
加
頂
き
、
特

に
50
回
の
節
目
の
大
会
で
は
、
本

殿
に
お
い
て
記
念
講
演
「
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
作
戦
の
実
態
」
と
題
し
て

３
年
半
に
渡
り
凄
惨
を
極
め
た

戦
場
の
実
相
や
、
戦
後
の
遺
骨
収

集
事
業
に
つ
い
て
も
講
演
頂
い
た
。

訃
報
を
受
け
、
横
田
顧
問
、

小
池
会
長
が
ご
自
宅
を
弔
問
し

た
。「
同
氏
を
偲
ぶ
会
」
が
15
日

東
京
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
英
霊
に
こ
た
え
る
会
名
誉
会
長

　
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
友
遺
族
会
長

　
　 

　
堀 

江
　
正 

夫 

氏
　
逝
去
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春
季
例
大
祭
厳
粛
に
斎
行

　
　
　

  

コ
ロ
ナ
禍
・
遺
族
百
五
十
名
参
加
し
て

長 野 県
護國神社

本殿へと参進する宮司以下神職本殿へと参進する宮司以下神職

返還先を探しているお位牌の表と裏返還先を探しているお位牌の表と裏

長
野
県
護
國
神
社
の
令
和
4
年
度
例
大
祭
は
、
4
月
29
・
30
の
両
日
、

新
緑
の
若
葉
が
映
え
る
神
苑
で
、
諸
祭
儀
が
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
鑑
み
、
30
日
の
例
大
祭
に
は
県
内
各

市
町
村
の
遺
族
会
代
表
者
は
じ
め
、
関
係
者
百
五
十
人
が
参
集
し
た
。

午
前
11
時
、
本
殿
の
御
扉
が
開

か
れ
、
海
川
山
野
の
神
饌
が
献
ぜ

ら
れ
奥
谷
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し

た
。
続
い
て
巫
女
に
よ
る
「
御
霊

慰
め
の
舞
」
が
奉
納
さ
れ
、
参
列

者
代
表
が
玉
串
を
奉
り
拝
礼
し

戦
後
77
年
、
先
の
大
戦
の
記
憶

が
風
化
す
る
中
で
、
日
本
兵
の
遺

品
を
遺
族
ら
に
返
還
す
る
活
動
が

今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ

ど
、
米
国
の
活
動
団
体
か
ら
、
本

会
に
対
し
て
「
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で

戦
死
し
た
甲
斐
正
男
上
等
兵
の
位

牌
を
ご
遺
族
に
返
還
し
た
い
」
と
、

情
報
提
供
を
求
め
て
き
た
。

戦
争
遺
留
品
を
無
償
で
遺
族
に

返
す
活
動
を
し
て
い
る
の
は
、
米

イ
リ
ノ
イ
州
に
本
部
が
あ
る
「
キ

セ
キ
遺
留
品
返
還
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
、
代
表
は
愛
知
県
出
身
の
ジ
ャ

ガ
ー
ド
千
津
子
さ
ん
（
70
）。
国
内

に
も
こ
の
活
動
を
支
援
す
る
組
織

が
あ
る
。

今
回
情
報
の
提
供
を
求
め
て
い

る
の
は
、
縦
６
セ
ン
チ
㍍
、
台
座

の
幅
３・５
セ
ン
チ
㍍
の
小
さ
な
木

製
の
位
牌
。
表
に
は
「
陸

軍
上
等
兵
・
甲
斐
正
男

之
霊
」
と
あ
り
、
裏
に
は

「
昭
和
十
八
年
三
月
三
日

戦
死
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
位
牌
に
つ
い
て
本
会
会
員

で
全
国
ソ
ロ
モ
ン
会
・
信
越
部
長

の
天
谷
裕
道
さ
ん
（
安
曇
野
市
在

住
）
は
、「
お
位
牌
に
記
さ
れ
た

戦
死
日
が
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ダ

ン
ピ
ー
ル
海
峡
で
51
師
団
の
将
兵

を
乗
せ
た
輸
送
船
団
が
壊
滅
し
た
、

ビ
ス
マ
ル
ク
海
戦
の
日
時
と
一
致

し
て
お
り
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
員
の

中
に
も
関
係
遺
族
が
い
る
の
で
は
」

と
、
説
明
す
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
甲
斐

正
男
上
等
兵
は
、
ビ
ス
マ
ル
ク
海

戦
で
亡
く
な
ら
れ
、
同
じ
隊
の
戦

友
が
お
位
牌
を
戦
地
で
作
り
、
そ

の
方
も
そ
の
後
戦
死
し
、
米
兵
が

戦
後
持
ち
帰
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
推
測
し
て
い
る
。

第
51
師
団
は
宇
都
宮
、
高
崎
、

水
戸
に
連
隊
が
あ
り
、
県
内
か
ら

の
入
隊
も
多
か
っ
た
。
昭
和
17
年
、

１
万
６
千
人
が
ラ
バ
ウ
ル
に
上
陸
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
各
地
を
転
戦

し
た
。
平
成
13
年
に
編
成
し
た

本
会
会
員
名
簿
に
よ
る
と
、
ダ
ン

ピ
ー
ル
海
峡
で
の
戦
死
者
は
複
数

名
確
認
さ
れ
た
が
、
同
姓
同
名
者

は
無
い
。
こ
の
件
に
関
す
る
情
報

連
絡
先
は
本
会
事
務
局
。
も
し
く

は
全
国
ソ
ロ
モ
ン
会
信
越
連
絡
部
、　　
　
　

天
谷
宅
携
帯
へ
。

０
９
０–

３
１
４
３–

４
７
０
６

昭
和
18
年
３
月
１
日
、
第
18
軍

は
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の
兵
力
増

強
の
た
め
、
輸
送
船
団
を
組
み
ラ

バ
ウ
ル
を
出
港
。
ダ
ン
ピ
ー
ル
海

峡
で
米
軍
機
の
激
し
い
攻
撃
を
受

け
、
第
51
師
団
を
乗
せ
た
８
隻
の

輸
送
船
と
護
衛
の
駆
逐
艦
４
隻
が

撃
沈
。
約
７
千
名
の
将
兵
と
軍
需

物
資
の
大
半
を
失
っ
た
。

こ
の
戦
闘
を
米
軍
は
ビ
ス
マ
ル

ク
海
戦
、
日
本
で
は
「
ダ
ン
ピ
ー

ル
海
峡
の
悲
劇
」
と
呼
ん
だ
。

た
。
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
か
ら
は
神

社
か
ら
の
招
請
に
よ
り
、
小
池
会

長
、
大
久
保
副
会
長
が
参
列
し
た
。

同
日
午
後
１
時
、恒
例
の［
直
会
］

が
美
須
々
会
館
で
開
か
れ
、
護
國

神
社
崇
敬
者
会
会
長
に
就
任
し
た

北
村
正
博
氏
（
県
商
工
会
議
所
連

合
会
長
）、
神
社
総
代
会
長
の
務
台

俊
介
氏
ら
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
大
祭
期
間
中
、
神
域
内

で
は
弓
道
大
会
、
文
芸
展
、
い
け
ば

な
展
な
ど
奉
納
催
事
も
開
か
れ
た
。

 

日
本
兵
の
遺
品
と
魂
を

　
米
国
か
ら
遺
族
の
元
へ

　
　
　
　

 

キ
セ
キ
遺
留
品
返
還
活
動

ダ
ン
ピ
ー
ル
海
峡
の
悲
劇
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完成した旧九段会館保存棟（前方の建物）と完成した旧九段会館保存棟（前方の建物）と
新築棟の外観（地上17階）新築棟の外観（地上17階）

TOPICS
時
の
話
題

「九段会館テラス」「九段会館テラス」
７月 竣工７月 竣工

旧九段会館建て替え

オフィス・レストラン・クリニックモール導入
日本遺族会事務局は 4F に

日
本
遺
族
会
が
事
務
局
を
置
く

旧
九
段
会
館
の
建
て
替
え
工
事
が

終
わ
り
、
施
設
名
称
を
「
九
段
会

館
テ
ラ
ス
」
と
し
て
７
月
全
面

オ
ー
プ
ン
す
る
。

東
京
・
九
段
下
に
あ
る
同
建
物

は
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
会
館
の
一
部
を
保

存
し
な
が
ら
建
て
替
え
る
「
九
段

南
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
と
し
て

推
進
さ
れ
た
。

完
成
し
た
建
物
は
、
敷
地
面
積

８
７
６
５
㎡
、
地
上
17
階
（
高
さ

75
ｍ
）、
地
下
３
階
、
北
の
丸
公

園
と
お
堀
に
面
し
て
お
り
、
公
園

の
緑
を
借
景
に
す
る
テ
ラ
ス
と
し
、

ま
た「
旧
九
段
会
館
」を
再
び「
照

ら
す
」
と
い
う
意
味
を
含
め
て
命

名
さ
れ
た
。

大
正
期
の
帝
冠
様
式
を
残
す
建

物
北
東
部
分
は
、
Ｌ
字
型
に
保
存

さ
れ
90
年
の
歴
史
を
持
つ
建
造
物

の
魅
力
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
。

建
物
用
途
は
貸
オ
フ
イ
ス
、
宴

集
会
場
、
シ
ェ
ア
オ
フ
イ
ス
、
飲

食
店
街
、
地
下
１
階
に
は
内
科
、

歯
科
、
薬
局
が
集
ま
る
ク
リ
ニ
ッ

ク
モ
ー
ル
が
開
設
さ
れ
、
さ
ら
に

お
濠
沿
い
に
は
遊
歩
道
が
設
け
ら

れ
る
。

昭
和
初
期
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
感

じ
さ
せ
る
保
存
棟
（
旧
九
段
会

館
）
は
、
昭
和
史
上
重
要
な
舞
台

と
な
っ
た
二
・
二
六
事
件
戒
厳
司

令
部
が
置
か
れ
た
建
物
。
２
階
と

３
階
に
は
宴
会
場「
鳳
凰
」と「
真

珠
」
の
間
が
再
現
さ
れ
、
両
室
と

も
照
明
や
装
飾
品
を
創
建
時
と
同

様
の
デ
ザ
イ
ン
で
復
元
し
た
。

遺
族
会
事
務
局
は
、
新
築
建
物

の
４
階
部
分
の
靖
国
神
社
、
日
本

武
道
館
を
望
む
眺
望
の
良
い
お
濠

側
に
確
保
さ
れ
、
事
務
室
・
展
示

室
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
等
な
ど
が
国

か
ら
提
供
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
海
外
へ
の
遺
骨

収
集
派
遣
事
業
は
、
す
べ
て
中
断

さ
れ
て
い
る
中
、
厚
労
省
と
推
進

協
会
は
２
月
中
旬
、
マ
リ
ア
ナ
諸

島
で
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

現
地
の
遺
骨
鑑
定
人
が
、
こ
れ

ま
で
に
発
見
済
み
の
遺
骨
は
、
89

柱
と
判
定
さ
れ
て
お
り
、
サ
イ
パ

ン
島
の
施
設
に
収
容
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
硫
黄
島
に
お
い
て
３

回
に
わ
た
り
行
っ
た
調
査
に
よ
り

14
柱
が
確
認
さ
れ
、
千
鳥
ヶ
淵
墓

苑
に
収
容
さ
れ
た
。

靖
国
神
社
境
内
に
あ
る
、
桜
の

開
花
が
宣
言
さ
れ
た
３
月
20
日
朝
、

堀
江
正
夫
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
、「
靖

国
で
会
お
う
」
と
誓
い
を
交
し
合
っ

た
戦
友
の
も
と
に
旅
立
っ
た
。

大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と

激
動
の
時
代
・
百
余
年
の
人
生
は

文
字
通
り
「
波
瀾
万
丈
の
生
涯
」

を
歩
ん
だ
稀
有
な
人
物
だ
っ
た
。

堀
江
さ
ん
は
、
開
戦
と
同
時
に

第
５
師
団
11
連
隊
の
中
隊
長
と

し
て
マ
レ
ー
半
島
に
上
陸
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
攻
略
作
戦
に
参
加
し
た
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
作
戦
で
は
昭
和
18
年

12
月
、
米
軍
の
侵
攻
が
強
ま
る
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
シ
オ
に
潜
水
艦

で
敵
前
上
陸
し
、
第
18
軍
の
参
謀

と
し
て
各
地
を
転
戦
、
ウ
エ
ワ
ク
近

郊
の
指
令
所
で
玉
砕
寸
前
の
戦
況

の
中
で
終
戦
を
迎
え
た
。

３
年
半
に
及
ん
だ
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

戦
で
は
多
く
の
戦
友
が
今
も
現
地

で
眠
る
。「
頭
に
浮
か
ぶ
の
は
戦
死

者
の
姿
。
遺
骨
を
何
と
し
て
も
祖

国
へ
」
堀
江
さ
ん
は
、
戦
後
一
貫
し

て
遺
骨
収
集
事
業
の
推
進
に
情
熱

を
傾
け
た
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
お
け
る
戦
没
者

は
約
15
万
人
。
８
万
余
柱
の
遺
骨

が
現
地
に
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
遺

骨
収
集
事
業
は
国
の
事
業
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
２
年
間
実
施
で
き
な
い
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
で
の
戦
闘
指
揮
、

そ
し
て
戦
後
の
身
の
処
し
方
か
ら

「
強
い
信
念
と
慈
愛
を
持
ち
続
け
た
、

真
の
武
人
」
と
い
う
、
堀
江
さ
ん
の

人
物
像
が
浮
か
び
上
が
る
。

本
会
は
、
創
立
当
時
か
ら
半
世

紀
に
わ
た
り
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
頂

い
た
。
最
後
に
今
年
の
元
旦
、
堀
江

さ
ん
か
ら
頂
戴
し
た
自
筆
の
年
賀

状
を
紹
介
し
て
、
心
か
ら
の
感
謝

と
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
。

�

小
池　

博
之

厳
し
さ
を
増
す
国
際
情
勢
と
打

ち
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
会
員
皆
様

に
は
お
揃
い
で
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

私
も
間
も
な
く
百
七
歳
と
な
り

ま
す
。
余
命
幾
ば
く
も
な
い
私
で

す
が
、
憲
法
改
正
に
よ
る
安
全
保

障
体
制
の
強
化
と
東
京
裁
判
史
観

か
ら
の
脱
却
と
コ
ロ
ナ
の
収
束
等
、

唯
々
祈
る
ば
か
り
で
す
が
、
ご
遺
骨

の
帰
還
と
慰
霊
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
し
っ
か
り
行
え
る
状
態

に
す
る
様
、
命
あ
る
限
り
尽
く
す

所
存
で
す
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
皆
さ
ま
の
益
々

の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

�

元
旦　
　

堀
江　

正
夫

  
海
外
遺
骨
収
集
事
業
再
開

海
外
遺
骨
収
集
事
業
再
開

  
マ
リ
ア
ナ
諸
島
へ
調
査
団
派
遣

マ
リ
ア
ナ
諸
島
へ
調
査
団
派
遣

亡
き
戦
友
、何
と
し
て
も
祖
国
へ
の
思
い

堀
江
正
夫
さ
ん
を
悼
む平成31年7月、

慰霊大祭で
講演する堀江さん
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★
76
年
前
の
戦
災
で
生
き
残
っ
た

筆
者
に
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
驚
く
ば
か
り
。
歴
史
が
繰

り
返
す
戦
争
と
は
人
殺
し
が
目

的
。
い
ま
こ
そ
歴
史
の
教
訓
に
学

ん
で
★
テ
レ
ビ
で
は
コ
ロ
ナ
と
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
情
報
が
交
互
に
。
切

り
替
え
れ
ば
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
た

ち
が
、
関
係
の
な
い
表
情
で
騒
い

で
い
る
落
ち
着
か
な
い
毎
日
★
長

年
お
世
話
頂
い
た
堀
江
正
夫
氏

が
ご
逝
去
。
大
正
か
ら
４
代
百
六

年
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
た
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
の
指
揮
官
に
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
か
ら
感
謝
を
送
り
た
い
★
東
京　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
空
襲
の
詳
細
な
記
録
を
残
し
て

早
乙
女
勝
元
氏
が
逝
去
。
10
万
人

が
無
残
に
焼
き
殺
さ
れ
た
東
京
の

夜
、
密
集
す
る
木
造
家
屋
を
狙
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
米
軍
の
非
道
な
焼
夷
弾
戦
法
だ
っ

た
★
日
本
兵
の
戦
時
遺
留
品
返

還
活
動
を
し
て
い
る
米
国
慈
善
団

体
か
ら
情
報
提
供
の
要
請
。
先
の

大
戦
は
今
や
歴
史
上
の
出
来
事
に

な
り
つ
つ
あ
る
が
、
風
化
し
て
い

く
戦
争
の
記
憶
を
胸
に
刻
ん
で
い

る
遺
族
も
多
い
。
ど
ん
な
些
細
な

情
報
で
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
★
コ
ロ　

ナ
禍
は
収
束
へ
向
か
い
つ
つ
あ
る

と
の
予
測
、
マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ
ク
チ
ン
な
ど
組
み
合
わ
せ
な
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
そ
れ
に

し
て
も
諸
処
の
値
上
が
り
は
困
り

ま
す
。
入
梅
の
候
お
大
事
に
（
Ｔ
）

第第
5454
回
（
令
和
４
年
度
）

回
（
令
和
４
年
度
）

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
　
通
常
総
会
の
報
告

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
　
通
常
総
会
の
報
告

▼
事
務
局
か
ら
▲

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
慰
霊
巡

拝
団
派
遣
（
催
行
日
未
定
）

・
会
報
［
椰
子
の
樹
］
２
回
発
行

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理

・
第
55
回
通
常
総
会
開
催

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
円
滑

な
運
営
に
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
会
費
の
納

入
な
ど
こ
れ
か
ら
も
財
政
を
積
極

的
に
支
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

名
義
変
更
、
転
居
、
会
費
納
入

の
相
談
な
ど
、
ご
遠
慮
な
く
会
計

担
当
ま
で
一
報
く
だ
さ
い
。

会
計
担
当　

長
田

☎︎
０
２
６–

２
４
１–

４
３
５
６

本
会
幹
事
で
戦
友
会
員
の
高
見

沢
袈
裟
久
氏
が
、
昨
年
12
月
24
日

逝
去
さ
れ
た
。
享
年
百
二
歳
。

同
氏
は
、
歩
兵
第
２
３
９
連
隊

員
と
し
て
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
各

地
を
転
戦
。
帰
還
後
は
、
幹
事
と

し
て
佐
久
方
面
の
会
員
の
と
り
ま

と
め
役
と
し
て
活
動
し
た
。
ま
た
、

41
師
団
の
行
動
図
な
ど
現
地
作
戦

に
関
す
る
貴
重
な
資
料
を
本
会
に

寄
贈
す
る
な
ど
、
会
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
。

訃
報
を
受
け
、
小
池
会
長
が
北

相
木
村
の
ご
自
宅
を
弔
問
し
た
。

 

本
会
幹
事
・
戦
友	
  

高
見
沢 

袈
裟
久
さ
ん
　
逝
去

　
訃
報

そ
れ
は
昨
年
の
正
月
頃
か
ら
始

ま
っ
て
い
た
。
何
と
な
く
身
体
に
違

和
感
が
あ
る
。
検
査
の
結
果
で
胃

癌
が
あ
る
と
の
こ
と
、
果
た
し
て
体

力
が
治
療
に
耐
え
ら
れ
る
か
を
調
べ
、

手
術
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、

放
っ
て
お
け
ば
一
年
で

ダ
メ
に
な
る
と
の
医
師

の
説
明
を
聞
い
た
家
族

は
「
一
日
で
も
長
生
き

し
て
ほ
し
い
」
と
手
術

を
勧
め
る
。

90
歳
を
過
ぎ
た
自
分
は
い
か
に
生

き
る
べ
き
か
？
。
迷
い
に
迷
っ
て
自
身

で
は
決
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
毎
日
。

手
術
を
決
め
て
お
い
て
翌
日
に
は
止
め

る
メ
ー
ル
を
出
す
始
末
だ
っ
た
。
し
か

し
、最
後
は「
よ
し
体
を
預
け
よ
う・・・」

と
決
心
。
京
都
西
本
願
寺
か
ら
法

名
も
頂
き
万
全
の
準
備
で
入
院
し
た
。

手
術
の
経
過
は
全
身
麻
酔
で
何
も
記

憶
が
な
い
が
、
切
腹
の
痛
み
に
耐
え

な
が
ら
闘
病
生
活
が
続
い
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
対
策
で
家
族
と
も
面
会
で

き
ず
、
マ
ス
ク
常
用
の
厳
し
い

現
実
を
体
験
し
た
。

い
ま
は
、
従
前
か
ら
の
介
護

施
設
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

が
、腹
の
傷
を
見
る
た
び
に
「
痛

い
思
い
を
し
た
分
を
な
ん
で
取
り
戻

そ
う
か
」
と
考
え
、
身
の
回
り
の
断

捨
離
や
出
せ
な
か
っ
た
年
賀
状
、
長

年
続
け
た
確
定
申
告
も
未
提
出
の
ま

ま
な
の
で
い
ま
だ
に
迷
い
続
け
て
い
る
。

と
も
に
原
案
ど
う
り
可
決
承
認
さ

れ
た
。

ま
た
、
第
６
号
議
案
と
し
て

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
慶
弔
、
見
舞
い

規
定
（
附
則
）
が
可
決
承
認
さ
れ
た
。

【
可
決
し
た
主
な
内
容
】

一
、
令
和
３
年
度
収
支
決
算
報
告

　

収
入
総
額�

２
，
３
１
１
，
５
５
４
円

　

支
出
総
額�

８
５
９
，
４
４
２
円

　
（
差 
額
）�

２
，
３
１
１
，
５
５
４
円

�

（
翌
年
度
繰
越
金
）

二
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画

・
第
54
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦

没
者
慰
霊
大
祭
の
開
催

　

（
７
月
31
日
（
日
）
午
前
11
時

長
野
県
護
國
神
社
）

・
第
41
回
東
部
・
第
４
回
西
部

第
54
回
長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

会
通
常
総
会
は
、
２
月
11
日
松
本

市
・
み
や
ま
荘
で
開
催
し
た
。
会

議
は
午
後
１
時
か
ら
開
か
れ
南
十

字
星
の
下
に
眠
る
ご
英
霊
並
び
に

昨
年
度
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
物
故

者
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
た
。

小
池
会
長
は
挨
拶
で
「
新
型
コ

ロ
ナ
禍
で
７
月
の
戦
没
者
慰
霊
大

祭
は
、
感
染
防
止
の
た
め
、
役
員

の
み
で
式
典
を
斎
行
。
ま
た
、
現

地
慰
霊
巡
拝
団
の
派
遣
事
業
も
、

昨
年
に
続
き
中
止
と
な
っ
た
」
と
、

説
明
し
た
。

そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
「
新
規

事
業
と
し
て
７
月
の
慰
霊
大
祭
に

合
わ
せ
、
神
社
神
域
内
、
本
会
慰

霊
碑
敷
地
周
辺
樹
木
の
伐
採
と
剪

定
作
業
を
、
業
者
に
発
注
し
て
実

施
し
た
」
こ
と
を
報
告
し
た
。

新
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
会
員
の
高
齢
化
と
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
る
が
、
ご
英
霊
の
顕
彰
と

慰
霊
、
遺
骨
収
集
事
業
、
そ
れ
に

現
地
住
民
と
の
友
好
・
親
善
事
業

な
ど
は
出
来
る
限
り
継
続
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

続
い
て
議
事
に
入
り
、
安
川
幹

事
長
を
議
長
に
選
出
。
第
１・２
号

議
案
「
令
和
３
年
度
事
業
決
算
報

告
」の
承
認
。
第
４・５
号
議
案
「
令

和
４
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案
」

みやま荘で開催した定期総会みやま荘で開催した定期総会

竹
村
　
淳
迷ま

よ
い


